

















































































































































































































社会 海外 皇室 その他 広告 小計
維新から国家昂揚の時代
1874年 （明治7） 2 5 7
※11月2日創刊
1875年 （明治8） 29 1 17 47
1876年 （明治9） 63 4 28 95
1877年 （明治10） 48 2 20 70
1878年 （明治11） 57 2 1 26 86
1879年 （明治12） 49 1 25 75
1880年 （明治13） 40 1 2 33 4 80
1881年 （明治14） 53 23 3 79
1882年 （明治15） 49 1 30 5 85
1883年 （明治16） 37 2 24 2 65
1884年 （明治17） 48 5 32 7 92
1885年 （明治18） 45 2 31 7 85
1886年 （明治19） 32 13 3 20 4 72
1887年 （明治20） 28 11 9 3 51
1888年 （明治21） 40 23 21 9 93
1889年 （明治22） 19 16 32 7 74
1890年 （明治23） 27 6 2 21 8 64
1891年 （明治24） 39 7 5 14 7 72
1892年 （明治25） 37 7 11 19 3 77
1893年 （明治26） 71 25 2 23 6 127
1894年 （明治27） 35 14 13 13 4 79
1895年 （明治28） 29 3 3 10 3 48
小計 877 138 50 476 82 1,623
（シェア） 54.0% 8.5% 3.1% 29.3% 5.0%
年平均掲載 42 7 2 23 4 77
国家存亡と西洋化の時代
1896年 （明治29） 24 7 1 11 9 52
1897年 （明治30） 18 4 5 21 12 60
1898年 （明治31） 20 2 4 22 6 54
1899年 （明治32） 20 1 20 14 3 58
1900年 （明治33） 25 10 151 35 3 224
1901年 （明治34） 23 12 17 25 4 81
1902年 （明治35） 32 15 9 25 10 91
1903年 （明治36） 18 5 4 31 5 63
1904年 （明治37） 11 7 2 62 6 88
1905年 （明治38） 33 29 29 40 131
1906年 （明治39） 49 29 4 53 3 138
1907年 （明治40） 62 27 10 35 5 139
1908年 （明治41） 42 13 21 37 1 114
1909年 （明治42） 62 16 24 50 9 161
1910年 （明治43） 38 16 17 44 4 119
1911年 （明治44） 38 9 4 49 7 107
1912年 （明治45） 12 9 3 45 3 72
※7月30日まで
小計 527 211 325 599 90 1,752
（シェア） 30.0% 12.0% 18.6% 34.2% 5.1%
年平均掲載 32 13 20 36 5 106
合計 1,404 349 375 1,075 172 3,375
（シェア） 41.6% 10.3% 11.1% 31.8% 5.1%


































































































































発行年月日 明治 見出し 分類
1875.01.26 M8 結婚の風俗は国によって様々　日本では双方の親子が相談しあって決めたい 社会
1875.12.15 M8 婚礼の宴会で大盤振る舞い　仕出し料理代だけで400円／東京 社会
1876.02.23 M9 婚礼2話　仲人と3人の手軽な挙式と，7日続きの超豪華版 社会
1876.03.14 M9 ［投書］日が悪いのは十二支みな同じ　婚礼でもめる両家は頭を冷やせ 社会
1876.05.15 M9 派手な結婚式を挙げた社員を三井組が謹慎処分／横浜 その他
1876.12.30 M9 深夜に教会の外で婚礼　牧師が窓から顔を出して式を挙行／米国 社会
1877.03.23 M10 塩釜神社の社殿で結婚式　三々九度の杯を済ませ夫婦の誓約を行う／東京・蔵前 社会
1877.10.12 M10 海軍下士官以下の改名，結婚などは，すみやかに当府へ届け出のこと／東京府 その他
1877.11.17 M10 〔投書〕結婚式は分相応に　見えを張っては出費多く無駄だ 社会
1877.12.27 M10 クリスマスの日に築地の学校で結婚式　他の教会から70人が出席／東京 その他
1884.05.11 M17 政談討論会　論題は「結婚条例を設くるの利害」など／東京・柳橋万八楼 その他
1884.05.15 M17 娼妓薄雪の話　婚礼当日，庄三郎が置き手紙して姿消し破談申し入れ＝続き 社会
1885.04.07 M18 旧高松藩主松平家が子息の結婚披露で，旧藩士百余人を招待／東京・向島 社会
1885.07.05 M18 ［投書］写真結婚の害 社会
1885.08.26 M18 トルコ人の婚礼　花嫁側が嫁入り支度から生活費まで持参，活動的な儀式 その他
1885.11.15 M18 海軍武官結婚条例を制定／海軍省 その他
1886.01.09 M19 婚礼費用に困った左官職，衣類を盗み質入れ，逮捕 その他
1887.01.19 M20 外国人との結婚調査（1886年）／東京 その他
1888.01.25 M21 熱海便り　三島神社の稲種交換会　簡素な改良結婚式　など／静岡県 その他
1891.04.02 M24 結婚の栞　結婚媒酌所の利用状況／東京 社会
1891.04.19 M24 婚姻に関する古法風俗　史学会での関根正直の講演要旨＝続く その他
1891.04.20 M24 婚姻に関する古法風俗　足利将軍の婚礼儀式など／関根正直の講演要旨＝続き 社会
1891.09.18 M24 前田侯爵家から岡部子爵家へ送った嫁入り道具，多すぎて入らず，広い家へ転居 社会
1893.02.03 M26 駕籠で輿入れ　近ごろめずらしい古式の婚礼／東京 社会
1893.08.05 M26 各地の婚礼習慣 社会
1894.07.31 M27 書籍　「風俗画報」出版 その他
1904.09.19 M37 ［新細君］婚礼の巻＝1 ／黒法師（渡辺霞亭）（連載小説） その他
1904.12.01 M37 婚礼の装束 社会
1905.04.29 M38 葬式婚礼などの馬車借り賃列挙　1頭曳き幌馬車で1日5円 その他
1905.07.15 M38 噂の聞き書き　華族女学校卒業生の結婚　皇族や華族令嬢のご婚約話 その他
1906.01.24 M39 前田侯家の婚儀　分家の前田子爵家次男を養子に迎え長女を娶らす 社会
1906.02.19 M39 川柳　「婚礼」　朴念仁選 その他
1906.08.06 M39 奇聞珍聞　女学校同窓会の結婚相手願望 社会
1907.02.17 M40 出雲大社東京祠と結婚式 その他
1907.08.03 M40 日比谷大神宮で神前結婚　7月に45組 その他
1908.08.23 M41 ［応募当選　家庭実益談］＝13　1等　「新案結婚式」楓蔭生 その他
1908.11.03 M41 ［社説］婚姻と独身（2）　人生選択の一つ　独身者を指弾しない社会を＝続く 社会
1909.09.30 M42 嫁入り支度品の陳列会／東京 社会
1910.01.05 M43 新婚　日比谷大神宮で戌年最初の婚礼　田代歓六と佐羽千代子 社会
1910.02.12 M43 便利な新婚礼式 社会
1910.03.13 M43 高橋是賢と黒木愛子の結婚披露会／華族会館 社会
1910.06.21 M43 俳優の紋三郎と女優の梅代が結婚へ その他
1911.12.03 M44 ハガキ集　結婚に見る世の中の矛盾 その他
1911.12.06 M44 市川左団次の結婚式／東京・日比谷大神宮 その他





















































発行年月日 明治 見出し 分類
1876.09.22 M9 伏見宮貞愛親王と有栖川宮利子女王が婚約　10月6日に婚礼の儀 皇室
1876.10.04 M9 有栖川宮利子女王の伏見宮家への婚礼馬車行列の次第決まる 皇室
1876.10.10 M9 新婚の伏見宮夫妻がお礼に皇居を訪問 皇室
1883.08.15 M16 イタリア皇族トーマス・セーヌ殿下の結婚が決まる 海外
1884.06.07 M17 ヨーロッパ王室の結婚話 海外
1886.05.14 M19 ポルトガル太子の結婚　リスボンからの通信 海外
1888.04.11 M21 ビスマルクの辞職は脅しの辞意　婚姻を主張する皇帝へのけん制と推測／ドイツ 海外
1889.01.26 M22 清国皇帝の結婚式　皇后の嫁入り道具運搬に1600人が2日がかり 海外
1889.10.05 M22 米国特別通信　ヤンキー（1）　男女交際の自由，情交，自由結婚＝次頁へ続く 海外
1892.11.23 M25 ローマ法王がルーマニアのフェルジナンド王とイギリスのマリー姫との結婚を許可 海外
1894.08.15 M27 エジプト王がトルコの姫君に結婚申し込む 海外
1895.04.27 M28 台湾現地民の結婚式 海外
1899.12.05 M32 皇太子殿下の御慶事で懲戒官吏に特赦令の内儀 皇室
1899.12.18 M32 東宮御慶事について 皇室
1900.01.01 M33 東宮慶事　4月初旬に結婚の大典を予定，終わって伊勢宗廟へ参拝 皇室
1900.01.10 M33 当世アメリカ娘気質　母の勧める結婚を断り好きな男と自由結婚 海外
1900.02.26 M33 澎湖島の結婚式 海外
1900.03.13 M33 台北住民の結婚 海外
1900.04.26 M33 皇室婚嫁令発表／宮内大臣 皇室
1900.05.10 M33 皇太子・同妃両殿下の宮城までの行列の予定 皇室
1900.05.10 M33 皇太子・同妃両殿下の婚儀での服装 皇室
1900.05.10 M33 皇太子慶事記念切手発行の模様 皇室
1900.05.10 M33 婚儀への献納品　美術品，動植物，飲食品，装飾品　ほか 皇室
1900.05.10 M33 欧州諸国の皇室の結婚例　寺院で極めて簡単に 皇室
1901.02.07 M34 オランダ女皇陛下とドイツのシュウエリン公殿下は7日に結婚式 海外
1901.04.06 M34 侯爵山内家婚礼式　お見合いの式は伊勢流にのっとり 皇室
1902.11.22 M35 山階宮菊麿王の結婚披露 皇室
1903.02.07 M36 北白川宮貞子女王，有馬伯爵長男頼寧と結婚　婚儀の模様 皇室
1904.06.19 M37 米国で離婚流行　20年間で50万人／外国電 海外
1907.01.12 M40 韓国皇太子のご結婚式で，これからの儀式 海外
1908.05.01 M41 竹田宮・常宮両殿下の婚儀の詳報　二重橋外の光景　御学問所　供膳式　ほか 皇室
1911.05.05 M44 日本人と朝鮮人の結婚規定／朝鮮電 海外
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／京橋区竹川町　理容館本部」（1909.5.18）の美容業，「御婚礼式服式具／東京今川橋　松屋
呉服店」（1910.12.1）は現在の松屋銀座デパート（東京都中央区銀座3丁目），「盛花　祝辞宴
会婚礼用，室内装飾請負／府下目黒不動前　みやこ園」（1912.1.02）は当時主流であった自
宅で行う結婚式をサポートする装花業などが見える。多種多様な広告から，業態や事業内
容こそ現代と異なるが，業種という面では変わらないブライダル産業が存在したことがう
かがえる。また，現代ではこのような広告はまず存在しないと思われるのが，「旧広島藩諸
君に広告　長之君が19日ご結婚／浅野家扶」（1891.12.21），「内藤信任様アイ子様が結婚，
旧村上藩諸君に告ぐ／内藤家扶」（1893.4.3）などの旧藩士向けの結婚報告広告である。ざっ
と見えるだけでも「真田家-信濃松代藩」（1885.11.15・1895.11.2），前出「浅野家」（1894.4.3・
1900.4.26），「酒井家-小浜藩」（1894.4.5），「蜂須賀家-徳島藩」（1895.12.24），「脇坂家-播磨瀧
野藩」（1901．11.22）があり，明治維新34年を経ても旧藩主君と旧藩士の関係が残っていた
ことをうかがわせる。
表6　「広告」（19本）
発行年月日 明治 見出し
1880.01.27 M13 23歳から30歳の結婚希望の女性は連絡を／下谷通新町　岡本
1880.09.05 M13 官員の士族と結婚希望の女性はご連絡を／東京小石川竹早町　主人
1881.10.06 M14 社員募集／神田区一ッ橋　結婚共恵社
1882.04.16 M15 「世界婚姻奇談」／東京・神田雉子町　巌々堂
1885.10.21 M18 有名売薬舗の養子求む，夫婦養子も可／東京日本橋区檜物町・結婚媒妁所
1888.08.12 M21 子爵令嬢年齢19，御縁談申し度く候／深川公園地　岡本伝蔵
1891.06.01 M24 結婚媒酌＝士族32歳会社員月給50円，22歳以下初縁娘／結婚媒酌所
1891.12.21 M24 旧広島藩諸君に広告　長之君が19日ご結婚／浅野家扶
1893.04.03 M25 内藤信任様アイ子様が結婚，旧村上藩諸君に告ぐ／内藤家扶
1896.03.02 M29 結婚紹介所／神田明神宮　高砂屋
1896.09.28 M29 御婚礼一式　仕出し御料理／芝浦大の家
1896.11.29 M29 婚礼道具一式／神田区小川町　加藤良助
1897.01.09 M30 結婚，商取引等の身元調査／京橋区東港町・中央究明社
1901.10.24 M34 教育保険，結婚保険，集成保険／大阪　日本教育生命保険株式会社
1902.05.12 M35 書籍「英文新婚旅行」／東京市京橋区　小川尚栄堂
1909.01.30 M42 書籍　斎藤秀三郎著「日英新婚むつきの巻」／東京日本橋区　興文社
1909.05.18 M42 ご婚礼お化粧／京橋区竹川町　理容館本部
1910.12.01 M43 御婚礼式服式具／東京今川橋　松屋呉服店
1912.01.02 M45 盛花　祝辞宴会婚礼用，室内装飾請負／府下目黒不動前　みやこ園
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４．結言
「近代日本のブライダル報道」の渉猟は，ブライダル研究を進めるための基礎的な作業で
ある。したがって，この成果はわが国のブライダル産業あるいはブライダル文化などの研
究に資することが期待される。こうした本稿での研究の性格を認識した上で，その価値に
ついて結言として述べてみたい。
まず，明治時代の『読売新聞』に掲載されたブライダル関連記事および広告3,375本をす
べて通読した意味である。われわれがブライダル研究をスタートさせて痛感したのは，研
究方法が確立していないことと，既存の経営学や経済学の手法を用いて研究を進めること
の限界であった。その理由はブライダルを構成する要素が多岐で複雑なことに尽きるが，
ゆえに研究方法も含めて手探りで研究に向き合っている状態である。むべなるかな，全体
像を把握することが困難になっている。こうした状況にあって，明治期という限定的な時
期ではあるが，『読売新聞』掲載記事による全体像を明らかにする基礎的な試みであった。
明治時代は，近世に終わりを告げ近代へと激動する45年である。『読売新聞』はそのうち
の40年弱発行された。ブライダル関連記事という立場に限定されるが，本稿は近代化・西
洋化の体験者としてその新鮮さに昂揚した新聞社と読者の記録でもある。これらは日本の
近代史にとっても史料として貢献することがあるのではないだろうか。そのように言って
も，明治時代のブライダル関連記事の持つ面白さをどこまで紹介できたか，いささか心も
とない。一方で，今回扱わなかった記事にも，ブライダル研究上価値を持つものがあるだ
図1　子爵令嬢の婿募集
出所：『読売新聞』1888年8月15日
図2　料理屋「芝浦　大の家」
出所：『読売新聞』1896年9月28日。「見晴らし大の家」と
コピーが読める。
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ろう。いや，たとえ研究価値という面では弱くても，各記事が扱う出来事や人物について
貴重な情報を提供してくれている。われわれはそれらが新しい気づきを与える可能性は高
いと確信する。本稿は研究ノートとして概観することが中心であったが，この論攷を徒や
疎かにせず，いずれ時期を見て分類コードを絞り込んで詳察したいと考えている。
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〔抄　録〕
結婚は人類誕生以来，形を変えながら現代まで続くものである。しかも，一人ひとりに
とって，その意味が異なる複雑怪奇なものであるにもかかわらず，社会・時代の影響を強
く受けるという不思議な儀礼である。このように掴みどころのない結婚を考察対象にする
場合，歴史という時間軸を含めながら，社会的要因，文化的要因など，いくつもの条件を考
慮しなければならないと認識する。以上のような問題認識に基づき，本研究ではあらゆる
ことが一変した明治時代に，ブライダルについてどのような報道があったのか，同時代感
覚でその軌跡を追った。具体的には，『読売新聞』創刊以来の，ブライダルを扱った新聞記
事・広告を渉猟するという作業である。新聞記事は当時の記者が毎日書き続けたドキュメ
ントであり，他方，新聞広告は広告主が読者に訴求したいことや受け入れられるであろう
と予想した世相を映す鏡である。明治時代の『読売新聞』に掲載されたブライダル関連記
事および広告3,375本をすべて通読し，明治期という限定的な時期ではあるが，『読売新聞』
記事によるブライダルの全体像を明らかにする基礎研究を試みた。
本稿は近代化・西洋化の体験者としてその新鮮さに昂揚した新聞社と読者の記録でもあ
る。そう言った意味では，これらは日本の近代史にとっても史料として貢献することがあ
るのではないか。本稿は研究ノートとして概観することが中心であったが，この論攷を徒
や疎かにせず，いずれ時期を見て詳察したい。
